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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体と表示パネルがヒンジによって連結される電子機器において、
　前記本体は、
　主壁を備える筐体と、
　前記筐体の内側に配置され、前記主壁の内面によって規定される面との間に空間部を有
する第１の係合部とを具備し、
　前記ヒンジは、
　前記筐体に固定される第１の固定部材と、
　前記表示パネルに固定される第２の固定部材と、
　前記第１の固定部材と前記第２の固定部材とを回動可能に連結する連結部材とを具備し
、
　前記第１の固定部材は、
　前記第１の係合部に対して前記主壁の反対側に配置されるベースと、
　前記空間部に挿入され、前記第１の係合部と係合する第２の係合部とを具備することを
特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記第１の固定部材が前記第２の係合部の前記空間部への挿入方向に対して反対方向に
移動するのを規制する規制部をさらに具備することを特徴とする請求項１に記載された電
子機器。



(2) JP 4220522 B2 2009.2.4

10

20

30

40

50

【請求項３】
　前記規制部は、前記筐体の内面から突出して前記ベースと係合する突起部であることを
特徴とする請求項２に記載された電子機器。
【請求項４】
　前記突起部は、前記主壁の内面と交差する方向に弾性を備えていることを特徴とする請
求項３に記載された電子機器。
【請求項５】
　前記筐体と前記第１の固定部材とは、ネジ留めされていることを特徴とする請求項１に
記載された電子機器。
【請求項６】
　前記ヒンジは、前記表示パネルの幅方向の両端にそれぞれ配置されていることを特徴と
する請求項１に記載された電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ノートブック型のパーソナルコンピュータ等の電子機器に係り、特に、筐体
と表示パネルとがヒンジで連結された電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ノートブック型のパーソナルコンピュータにおいて、筐体と表示パネルとは、ヒンジに
よって回動可能に連結されている。ヒンジは、筐体に固定される第１の固定部材と、表示
パネルに固定される第２の固定部材と、第１の固定部材と第２の固定部材とを回動可能に
連結する連結部材とを具備している。
【０００３】
　従来のノートブック型のパーソナルコンピュータでは、筐体と第１の固定部材との固定
にネジ留めが用いられていた。これにより、筐体と第１の固定部材とが堅固に固定され、
筐体に対する表示パネルの安定した回動が実現されていた。
【０００４】
　筐体とヒンジを固定する技術として、鍵状の突起を利用したものがある。鍵状の突起は
、ヒンジに連結された固定部材に形成されている。この突起は、筐体に形成された切欠き
部に挿入された後、スライドされ、筐体に形成された切欠き部の縁部と係合する。これに
より、筐体にヒンジが固定される（例えば、特許文献１を参照。）。
【特許文献１】特開２０００－３０５６５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、筐体と第１の固定部材とをネジ留めで固定するためには、筐体の位置と第１
の固定部材の位置とを正確に対応させる必要がある。そのため、筐体と第１の固定部材の
位置決め作業に多くの時間がかかってしまい、結果として、電子機器の組立作業の効率低
下に繋がることがある。
【０００６】
　本発明は、筐体と第１の固定部材とが簡単かつ堅固に固定される電子機器を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の電子機器は、本体と、表示パネルと、前記本体と前記表示パネルを連結するヒ
ンジとを備える。前記本体は、主壁を備える筐体と、前記筐体の内側に配置され、前記主
壁の内面によって規定される面との間に空間部を有する第１の係合部とを具備する。前記
ヒンジは、前記筐体に固定される第１の固定部材と、前記表示パネルに固定される第２の
固定部材と、前記第１の固定部材と前記第２の固定部材とを回動可能に連結する連結部材
とを具備する。前記第１の固定部材は、前記第１の係合部に対して前記主壁の反対側に配
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置されるベースと、前記空間部に挿入され、前記第１の係合部と係合する第２の係合部と
を具備する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、電子機器の組立作業が簡単化される。しかも、筐体と第１の固定部材
とが堅固に固定される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、図１～図９を参照しながら、本発明の一実施形態における電子機器１について説
明する。図１は本発明の一実施形態における電子機器１の斜視図である。図１に示す電子
機器１は、ノートブック型のポータブルコンピュータである。
【００１０】
　電子機器１は、本体２と表示パネル３とを備える。本体２と表示パネル３は、利用者側
から見て奥側となる後部において、利用者から見て左側と右側に配置された２つのヒンジ
４によって連結されている。
【００１１】
　本体２は、筐体２０を備える。筐体２０は、卓上などに据えられた状態で、上側となる
上部筐体２１と、下側となる下部筐体２２とで構成されていて、その内部には、基板、フ
ァン、スピーカユニット、大容量記憶装置、通信モジュールなどが配置される。また、筐
体２０の上部には、キーボード６などが配置される。
【００１２】
　表示パネル３は、筐体２０に配置された２つのヒンジ４によって、本体２に対して重合
する閉状態から、本体２に対して起立する開状態に回動可能である。表示パネル３は、表
示装置を内蔵していて、開状態で利用者側に表示面３１を向ける。ヒンジ４は、本体２に
対して表示パネル３を任意の角度に保持できる程度の回動抵抗を有している。
【００１３】
　以下、電子機器１の要部構成について説明するが、この電子機器１は、構造がほとんど
左右対称であるため、左側の構造に限定して説明する。即ち、電子機器１の右側の構造は
、これから説明する左側の構造が左右反転したものとして理解されたい。
【００１４】
（上部筐体２１の構成）　
　図２－図３に示すように、上部筐体２１は、筐体上壁（主壁）２１１と、筐体側壁２１
２と、ボス２１３と、筐体係合部（第１の係合部）２１４と、筐体ストッパ（第１の突出
部材）２１５とを備える。
【００１５】
　筐体上壁２１１は、その中央領域にキーボード開口２１１ａを備える。キーボード開口
２１１ａには、キーボード６が配置される。筐体上壁２１１は、キーボード開口２１１ａ
の後部の左隅に、筐体スピーカ開口２１１ｂを備える。この筐体スピーカ開口２１１ｂに
は、それぞれ出力パネル９が嵌め込まれる。筐体上壁２１１は、キーボード開口２１１ａ
の左側に、２つの第１の筐体開口２１１１と、２つの第２の筐体開口２１１２とを備える
。
【００１６】
　筐体側壁２１２は、筐体上壁２１１の外延から下側に延び、下部筐体２２に連結される
。ボス２１３は、上部筐体２１の２箇所に配設されている。それぞれのボス２１３は、上
部筐体２１と一体であって、筐体上壁２１１の内面から下側に突出している。ボス２１３
には、ボス２１３の軸心に沿ってタップネジ（ネジ）７が螺入される。これらタップネジ
７は、第１の固定部材４１を上部筐体２１に固定する。
【００１７】
　図９に示すように、筐体係合部２１４は、第１の筐体開口２１１１の近傍に配置される
。筐体係合部２１４は、筐体上壁２１１から下側に突出する壁部２１４１と、壁部２１４
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１の下端から筐体上壁２１１と平行に延びる係合板２１４２とで構成される。
【００１８】
　壁部２１４１は、第１の壁部２１４１ａと第２の壁部２１４１ｂとを具備する。第１の
壁部２１４１ａは、第１の筐体開口２１１１の左側に、前後方向に沿って形成される。第
２の壁部２１８３１は、第１の筐体開口２１１１の後側に、左右方向に沿って形成される
。
【００１９】
　係合板２１４２は矩形形状をしていて、第１の筐体開口２１１１を部分的に覆っている
。これにより、係合板２１４２と筐体上壁２１１の内面によって規定される面との間には
、壁部２１４１の高さ分に相当する第１の空間部（空間部）２１４１ｃが形成される。第
１の空間部２１４１ｃは、第１の筐体開口２１１１の右側と前側が開放されていて、上部
筐体２１の下側空間に連通している。
【００２０】
　筐体ストッパ２１５は、第２の筐体開口２１１２における右側の端部から、筐体上壁２
１１の左斜め下側に延びている。筐体ストッパは２１５、筐体上壁２１１と一体であって
、上下方向に対する弾性を備えている。従って、筐体ストッパ２１５は、押圧によって上
側に変位しても、その押圧が解除された時点で、筐体上壁２１１の下側に突出する。
【００２１】
（ヒンジ４の構成）
　以下、ヒンジ４の構成を詳細に説明する。図４－６に示すように、ヒンジ４は、上部筐
体２１に固定される第１の固定部材４１と、表示パネル３に固定される第２の固定部材４
２と、第１の固定部材４１と第２の固定部材４２とを連結する連結ピン（連結部材）４３
とで構成されている。
【００２２】
　第１の固定部材４１は、ベースプレート（ベース）４１１と、ヒンジ係合部（第２の係
合部）４１２と、ヒンジストッパ（第２の突出部）４１３とを備える。
【００２３】
　ベースプレート４１１は、筐体上壁２１１の内面と平行に配置され、その後部には連結
部４１１ａが連結されている。連結部４１１ａは、左右方向に連通するピン孔を備える。
なお、連結部４１１ａは、ベースプレート４１１と別体であっても構わない。
【００２４】
　ベースプレート４１１は、後部に円形のヒンジスピーカ開口４１１３を備える。ベース
プレート４１１には、４つの挿通孔４１１ｃが形成されている。これら挿通孔４１１ｃの
位置は、筐体上壁２１１に形成される４つのボス２１３に対応している。
【００２５】
　ベースプレート４１１は、ヒンジスピーカ開口４１１３の前側の領域に、２つの第１の
ヒンジ開口４１１１を備える。これら第１のヒンジ開口４１１１は、上部筐体２１に形成
された２つの筐体係合部２１４に対応する位置に配設されている。
【００２６】
　ベースプレート４１１は、ヒンジスピーカ開口４１１３の前側の領域に、２つの第２の
ヒンジ開口４１１２を備える。これら第２のヒンジ開口４１１２は、上部筐体２１に形成
された２つの筐体ストッパ２１５に対応する位置に配設されている。
【００２７】
　図９に示すように、ヒンジ係合部４１２は、第１のヒンジ開口４１１１の近傍に配置さ
れる。ヒンジ係合部４１２は、ベースプレート４１１から上側に突出する壁部４１２１と
、壁部４１２１の上端からベースプレート４１１と平行に延びる係合板４１２２とで構成
される。
【００２８】
　壁部４１２１は、第１の壁部４１２１ａと第２の壁部４１２１ｂとを具備する。第１の
壁部４１２１ａは、第１のヒンジ開口４１１１の右側に、前後方向に沿って形成される。
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第２の壁部４１２１ｂは、第１のヒンジ開口４１１１の前側に、左右方向に沿って形成さ
れる。
【００２９】
　係合板４１２２は矩形形状をしていて、第１のヒンジ開口４１１１を部分的に覆ってい
る。これにより、係合板４１２２とベースプレート４１１の筐体上壁２１１と対向する板
面によって規定される面との間には、壁部４１２１の高さ分に相当する第２の空間部４１
２１ｅが形成される。第２の空間部４１２１ｅは、第１のヒンジ開口４１１１の左側と後
側が開放され、ベースプレート４１１の上部空間に連通している。
【００３０】
　ヒンジストッパ４１３は、第２のヒンジ開口４１１２における左側の端部４１１２ａに
連結され、ベースプレート４１１の右斜め上側に延びている。これにより、第１の固定部
材４１が上部筐体２１に固定されると、ヒンジストッパ４１３には、筐体ストッパ２１５
の端面が突き当たる。
【００３１】
　第２の固定部材４２は、表示パネル３に固定される部位に、やや幅広の板部４２１を備
えている。板部４２１には、複数の挿通孔４２１ａが第２の固定部材４２の長手方向に並
んで形成されている。第２の固定部材４２と表示パネル３との固定に使用されるネジ８は
、これら挿通孔４２１ａを通じて表示パネル３に螺入される。
【００３２】
　連結ピン４３は、第１の固定部材４１の連結部４１１ａに形成されたピン孔に回動可能
に挿入される。また、連結ピン４３は、第２の固定部材４２に固定されている。これによ
って、第１の固定部材４１と第２の固定部材４２は、連結ピン４３を回転軸として回動可
能に連結される。
【００３３】
　（第１の固定部材４１の取り付け作業）　
　次に、上部筐体２１への第１の固定部材４１の取り付け作業について説明する。
【００３４】
　先ず、第１の固定部材４１は、そのヒンジ係合部４１２が筐体上壁２１１の内面に向い
た姿勢で、筐体上壁２１１に近づけられる。そして、第１の固定部材４１が筐体上壁２１
１に密着、もしくは筐体上壁２１１から所定距離に到達したら、第１の固定部材４１は、
筐体上壁２１１との距離を維持したまま、筐体上壁２１１に沿って左側に動かされる。こ
のとき、第１の固定部材４１が筐体ストッパ２１５に接触しても、第１の固定部材４１は
そのまま左側に動かされる。これにより、筐体ストッパ２１５は、第１の固定部材４１に
よって上側に押し上げられ、第１の固定部材４１の上面に沿って摺動する。
【００３５】
　そして、第１の固定部材４１がさらに左側に動かされると、図７に示すように、ヒンジ
係合部４１２の係合板４１２２が第１の空間部２１４１ｃに進入するとともに、筐体係合
部２１４の係合板２１４２が第２の空間部４１２１ｅに進入する。これによって、筐体係
合部２１４の係合板２１４２とヒンジ係合部４１２の係合板４１２２とが係合して、第１
の固定部材４１と筐体上壁２１１との上下移動が規制される。
【００３６】
　また、筐体係合部２１４の係合板２１４２とヒンジ係合部４１２の係合板４１２２とが
係合すると、筐体上壁２１１に形成された筐体ストッパ２１５は、第１の固定部材４１の
ベースプレート４１１に形成された第２の筐体開口２１１２に到達する。
【００３７】
　筐体ストッパ２１５が第２の筐体開口２１１２に到達すると、第１の固定部材４１のベ
ースプレート４１１によって上側に押圧されていた筐体ストッパ２１５は、それ自身が備
える弾性によって下側に突出する。これにより、図８に示すように、筐体ストッパ２１５
の先端が第１の固定部材４１に形成されたヒンジストッパ４１３の端面に対向して、第１
の固定部材４１の右側への移動が規制される。



(6) JP 4220522 B2 2009.2.4

10

20

30

40

50

【００３８】
　そして、これと同時に、第１の固定部材４１のベースプレート４１１に形成される各挿
通孔４１１ｃは、筐体上壁２１１に形成されたボス２１３に対向する。即ち、筐体係合部
２１４とヒンジ係合部４１２の係合と、筐体ストッパ２１５とヒンジストッパ４１３の係
合とがなされると、第１の固定部材４１は、上部筐体２１に対して上下左右に移動できな
い状態となる。この状態を「仮固定の状態」とする。
【００３９】
　こうして第１の固定部材４１が上部筐体２１に仮固定されたら、筐体２０の内側から挿
通孔４１１ｃを通してボス２１３にタップネジ７が螺入される。これにより、第１の固定
部材４１と上部筐体２１とが堅固に固定される。このとき、第１の固定部材４１は、仮固
定のおかげで上部筐体２１に対して移動することがないから、ネジ止めの作業効率が高く
なる。
【００４０】
（本実施形態による作用）　
　以上のように構成された電子機器１において、上部筐体２１と第１の固定部材４１は、
筐体上壁２１１に配設された筐体係合部２１４と、ベースプレート４１１に配設されたヒ
ンジ係合部４１２との係合によって仮固定される。そのため、上部筐体２１と第１の固定
部材４１のネジ止め作業が簡単化して、電子機器１の組立の作業効率が向上する。
【００４１】
　しかも、第１の固定部材４１が上部筐体２１の筐体上壁２１１の内面に沿って滑動する
だけで、筐体係合部２１４の係合板２１４２が第２の空間部４１２１ｅに進入し、ヒンジ
係合部４１２の係合板４１２２が第１の空間部２１４１ｃに進入する。そのため、第１の
固定部材４１の仮固定の作業も極めて簡単である。
【００４２】
　また、本実施形態に係る電子機器１において、上部筐体２１と第１の固定部材４１が仮
固定されると、上部筐体２１の筐体ストッパ２１５と、第１の固定部材４１のヒンジスト
ッパ４１３とが係合するから、第１の固定部材４１が脱落することがない。そのため、上
部筐体２１と第１の固定部材４１とがネジ留めされるまで、これらの仮固定が極めて安定
して維持される。その結果、タップネジ７が不正確な位置に螺入されることがない。
【００４３】
　さらに、本実施形態に係る電子機器１において、筐体係合部２１４とヒンジ係合部４１
２は、筐体２０における前後と左右にずれた位置に配設されている。即ち、上部筐体２１
と第１の固定部材４１とは、筐体２０における前後と左右にずれた２箇所で係合している
。そのため、上部筐体２１と第１の固定部材４１は、仮固定の状態であっても、ほとんど
ぐらつきがない。このことによっても、タップネジ７の正確な位置への螺入が実現される
。
【００４４】
　本発明は、前記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、前記実施形態に開示されてい
る複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。例えば、実施形態に
示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実施形態に
亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の一実施形態における電子機器の斜視図。
【図２】同実施形態におけるヒンジが固定された上部筐体を上側から示す斜視図。
【図３】同実施形態におけるヒンジが固定された上部筐体の上面図。
【図４】同実施形態におけるヒンジが固定された上部筐体を下側から示す斜視図。
【図５】同実施形態におけるヒンジが固定された上部筐体の下面図。
【図６】同実施形態におけるヒンジを上側から示す斜視図。



(7) JP 4220522 B2 2009.2.4

10

【図７】同実施形態におけるヒンジが固定された上部筐体を図３のＡ－Ａに沿って切断し
て示す断面図。
【図８】同実施形態におけるヒンジが固定された上部筐体を図３のＢ－Ｂに沿って切断し
て示す断面図。
【図９】同実施形態における筐体係合部とヒンジ係合部の斜視図。
【符号の説明】
【００４６】
　１…電子機器、２…本体、３…表示パネル、４…ヒンジ、７…タップネジ（ネジ）、２
０…筐体、４１…第１の固定部材、４２…第２の固定部材、４３…連結ピン（連結部材）
、２１１…筐体上壁（主壁）、２１４…筐体係合部（第１の係合部）、２１５…筐体スト
ッパ（突起部）、４１１…ベースプレート（ベース）、４１２…ヒンジ係合部（第２の係
合部）、２１４１ｃ…第１の空間部（空間部）。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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